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はじめに

1980年代の学生の社会意識を調査するために岩本と瀬島によって始められたこの調査は、隔

年ごとに実施きれ、今回で５回を迎えた。次回の調査をまって一応の区切りがつけられるまで

の年数と回数を数えてみれば、塵も積もれば山となる、継続は力なり、と自負することも可能

なほど、経年比較と大学間の比較のデータがそろい始めた。十年一日か、それとも十年一昔か、

少々気の早い関心をも部分的に先取りして、とりあえず今回の調査結果とその分析の報告を、

これまで陰から応援してきた山田も加わってお届けする。

(1)調査目的

1980年代における大学生（短大生を含む）の社会意識の経年的変化の分析

(2)調査項目

政治意識、余暇の過し方、読書傾向、細目については後掲調査票を参照

(3)調査対象

大阪産業大学(155名)、大阪大学(256名)、大阪経済大学(122名)、三重大学(218名)、帝塚山

短期大学(124名)、三重短期大学(102名)、総計978名のいずれも－年次生を対象、内、男624名、

女350名、コード不明４名

(4)調査方法

質問紙法による集団調査

(5)調査期間

1987年６月20日－７月１０日

調査の目的からして、項目、対象、方法、期間には、できるだけ異動がないように配慮された。

とくに今回は､回答選択肢に－部削除と追加があるものの､前回と全く同じ質問項目が設定きれ、

軍事費の対ＧＮＰ１％枠突破問題と、原子力発電問題についても、前回にひき続き問われた。

分析については、政治意識を岩本が、余暇の過し方を山田が、読書傾向を瀬島がそれぞれ分

担した。いずれの分野においても、男女別あるいは大学別に特徴ある分析結果を見せ始めてお

り、この結果は、巨視的には将来社会の展望に、微視的には各大学教育における対応に、少な

からず示唆を与えるものと思われる。

調査にあたっては、今回も帝塚山短期大学の森一貫教授にご協力を賜わった。集計作業では
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三重短期大学の心理学ゼミナールの学生の皆さんに手伝っていただいた。集計処理、データ作

成は三重電子計算センターにお願いした。紙面を借りて厚くお礼申し上げたい。また、第３回

以釆ひきつづき、この調査は大阪産業大学産業研究所の特別研究費の援助をいただいている。

お礼を重ねて、深く感謝したい。

第１部政 治意 識

(1)政治的満足度

表１－１政治的満足度
(％）

８７年８５年８３年８１年８７年８５年８３年８１年８７年８５年８３年８１年

１０．３１

３４．６

５４．９

１４．２

３８．６

４７．２

１２．０

２９．３

５８．７

１３．７

３５．０

５１．１ 鑿 蕊
（80年調査は、サンプルが少なく、経年比較の資料としては不充分なので、８１年調査以降のデータを使用した。以下、

第１部では同じ｡）

今回の調査結果の特徴は、前回(85年)よりも、政治的満足層が減少し、政治的不満層が増大

して大体80年代前半の水準にもどったことである。政治に「非常に満足」0.5％、「やや満足」

9.8％、合計１０．３％となり、政治的満足層は前回より約４ポイント低下した。逆に政治的不満

足層は、「やや不満」40.7％、「非常に不満」14.2％、合計54.9％で、前回より約８ポイント増

加した。このような傾向は、自民党が86年同日選挙で圧勝し、その勢にのって売上税を遮二無

二おしつけようとしたことの端的な反映とみることができる。

男女別では、政治的満足層も政治的不満足層もともに男子が多く、不満層が女子より約10ポ

イント上回り、そのうちでも「非常に不満」が約１０ポイント上回っていることが目立っている。

「どちらともいえない」では、女子が男子を15ポイントも上回り、判断停止型の学生が女子に

多いことを示している。このような男女別の傾向は例年のとおりである。

大学別では、政治的満足層のトップは大阪産業大学16.8％、次が大阪経済大学15.5％、一方、

政治的不満足層のトップは大阪大学62.9％、次が三重大学60.1％となっている。

(2)政治に満足しない理由

表１－２政治的不満原因の上位３位 （％）

８７年８５年８３年８１年８７年８５年８３年８１年８７年８５年８３年８１年

(回答は２つを選択）
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日本の政治に満足しない理由のトップは、「政党や政治家は党利・党略や私利・私欲だけを

追求している」52.6％で例年とほとんど変化はない。２位は、「汚職や選挙違反など不明朗な

ことが多い」25.9％で、これは過去の調査中では一番低い。ロッキード事件が、もう人々の意

識の中で風化してきていることの現れであることはまちがいない。３位に、「快適な自然環境

が保障されていないから」21.7％(前回比7.8ポイント増)が急浮上し、４位に「派閥争いなど、

政党の活動がみにくいから」２０．１％、５位に「平和と民主主義を守る努力が払われていない」

20.0％などが上っているが、３－５位の順位はほとんど同率とみてさしつかえない。３位に環

境問題が出てきたのは、例年にはみられないことである。これは、チェルノブイリ事件以後、

原子力発電に対する不安が高まってきたことと関連しているのかもしれない。「派閥争い」の

割合が例年よりも高いのは、恐らく、自民党総裁選に向けての自民党各派の動きに対する批判

的見解の現れともいえよう。とにかく、学生が政治不満とする原因に、１～３位まで、いずれ

も政治のダーティーな側面を挙げていることは興味深い。「平和と民主主義」の割合は、大体

例年どおりとみてきしつかえあるまい。６位は｢物価高などで生活が楽にならないから｣19.8％

(３ポイント増)で、これも３－５位と実質的には差異のない率を示している。ここ数年消費者

物価上昇率は鎮静化しているにもかかわらず、「物価高など」が政治不満の原因として上昇し

てきたことには注目してよい。総理府や経済企画庁の調査でも86～87年項から、国民の中流意

識にかげりが生じてきたことを指摘されているが、学生もその事実を敏感にとらえているとい

えるであろう。

男女別では、ほとんど差異はないが、「自然環境」で男子が約７ポイント、「社会福祉政策が

不充分」で女子が約５ポイント上回っている。

学校別では、いくつかの特色ある違いが出ている。「物価高など」で１位が三重短期大学

29.9％、２位が大阪産業大学26.4％、３位が大阪経済大学29.1％、最下位が大阪大学12.4％と

なっている。「適切な文教政策がとられていない」で、１位が大阪産業大学28.7％､２位が大

阪経済大学28.2％、最下位が大阪大学１０．３％となっている。これら２項目での数字は、三重短

期大学は別として、いずれも私学学生の政府に対する不満を端的に表明したものといえる。こ

の傾向は前回とほぼ等しい。その他の項では、「汚職」「党利・党略」でそれぞれ大阪大学がト

ップを占め33.0％、６３．５％となっている。全体の平均値よりもかなり高い。

(3)政治的関心度

表１－３政治的関心度 (％）

８７年８５年８３年８１年８７年８５年８３年８１年８７年８５年８３年８１年
~￣￣￣］

64.61
３３．４

２．１ l蓬Ｉ麓
'1４．６

悪
い 62°

36.0

１．０

政治的関心層は、「非常に関心をもっている」8.0％、「多少関心をもっている」52.6％で合

計60.6％、と前回よりも約７ポイント上昇している。これまでの調査のうちで最も高い数値を

示している。これが何に起因するか今のところはっきりとは分らないが、やはり自民党の後継

者争いが連日マスコミによって報道されていたこと、およびテレビがこれを増幅して伝えてい
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ること(第Ⅱ部(3)テレビ・ラジオに関する分析を参照せよ)等に関連するのであろう。

政治的無関心層は、「あまり関心をもっていない」３２．４％、「ほとんど関心をもっていない」

６％、合計38.4％で前回よりも約８ポイント低く、またこれまでの調査のうちでも最も低い。

男女別では、政治的関心層は男子が女子を約７ポイント上回っているが、この差は前回より

も小きい。政治的無関心層は女子が男子を約７ポイント上回っているが、やはり前回よりその

差は縮まっている。

大学別では、政治的関心層のトップは、大阪大学69.6％、次が三重大学59.2％、最低が大阪

産業大学53.6％となっている。

(4)政治に関心をもつ理由

表１－４政治に関心をもつ理由の上位３位 (％）
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政治的関心をもつ理由は、「自分の生活に関係するから」４８．８％、「政治家や政党の動きが面

白いから」21.8％、「平和と民主主義を守るため」17.9％となり、他は10％未満である。１位

の順位は例年どおりであるし、その割合も例年と大差はない。だが今回、２，３位の順位がは

じめて入れ替った。「平和と民主主義」の項は前回ぐらいから低下傾向をみせていたが、今回

もまた低下し、前回比で約５ポイント低く、最高時の81年調査より７ポイント低下した。－番

変動が大きいのは男子で、前回比で約５ポイント低下し、８１年調査より10ポイント以上も低下

した。

男女別では、「自分の生活に関係するから」で、女子が男子を８ポイント上回っている。こ

れも例年どおりで、女子が政治を身の回りの視点からみる傾向の強いことを示している。その

他の項目については、男女差はあまりない。

学校別では、「自分の生活」で三重短期大学56.7％、三重大学53.5％の順で、大阪大学

41.6％が一番低い。「平和と民主主義」で、三重大学24.0％、大阪大学20.8％の順で、大阪経

済大学5.7％が一番低い。

(5)政治に関心をもたない理由

表１－５政治的無関心原因の上位３位 (％）
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政治的無関心の理由は、「政治はむつかしくてよくわからないから」35.4％、「個人の意見は

政治に何の影響も与えないから」２７．７％、「自分の生活に関係ないから」１４．６％となっている。

83年調査を除いて、この順位をそれぞれの数値は、ほぼ毎回変りはない。

男女別では、「政治がむつかしい」と考える層が、女子が男子のほぼ２倍になっている。こ

のような大きな較差は、これまでの調査のうち－番である。伝統的な政治無関心の型が女子大

生を支配している。一方、「個人の意見は何の影響も与えない」とする層は、男子が女子を約

12ポイント上回っている。男子の政治的無関心の理由では、これが、「政治はむつかしい」を

約８ポイント上回ってトップとなっている。したがって、男子の場合の政治的無関心は、ある

程度近代的な型を示しているといえる。これらの諸傾向は例年のとおりである。

学校別では、「政治はむつかしい」で三重短期大学55.3％、帝塚山短期大学50.9％の順にな

っているが、これは学校別というより、男女別に起因するところが大きい。「個人の意見は何

も影響を与えない」で大阪産業大学30.0％、三重大学24.2％の順となっている。「自分の生活

に関係がない」で、大阪大学23.7％、大学産業大学17.1％、その他の大学は10％前後となって

いる。

(6)支持政党率

表１－６支持政党率
(％）

８７年８５年８３年８１年８７年８５年８３年８１年８７年８５年８３年８１年

１８．３

７８．４

１９．１

７５．８

１３．９

７９．５

「支持政党あり」は15.7％で、これまでの調査の最低を記録した。年々、「支持政党あり」が

低下している。

男女別では、男子の「支持政党あり」層は２割に迫まっているが、女子はその半分にしかす

ぎない。

大学別では、大阪経済大学22.1％、大阪産業大学21.9％の順で支持政党あり、としている。

(7)特定政党支持率

表１－７５政党支持率
(％）

８７年８５年８３年８１年８７年８５年８３年８１年８７年８５年８３年８１年

支持政党ありと答えた学生のうち、自民党47.4％、社会党24％、共産党13.0％、公明党

8.4％、民社党3.9％の支持率順となっている。自民党支持率は前回より約17ポイント落ち、逆

－５１－

全体

87年 85年 83年 81年

男

87年 85年 83年 81年

女

87年 85年 83年 81年

支持政党あり

支持政党なし

1５．７

７５．９

1７．４

７７．０

19.0

78.5

1８．３

７８．４

1９．１

７２．９

1９．１

７５．８

2０．９

７６．１

2２．０

７５．６

9.7

8１．１

1３．９

７９．５

1４．６

８４．０
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８０．７

全体

87年 85年 83年 81年

男

87年 85年 83年 81年

女

87年 85年 83年 81年

自民党

社会党
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共産党
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０
４
０
９
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２
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９
６

●
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４
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●
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●
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０
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４
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１
６
０
２
０

７
１

８
８
１
８
６

●
●
●
●
●

３
２
５
２
２

５
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４
９
８
２
２
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に社会党支持率が約14ポイント、共産党支持率が約６ポイントそれぞれ上昇した。公明民社は

ほぼ現状維持となった。このような傾向は、４月に行われた統一地方選挙における選挙民の政

治的動向とピッタリ符合している。統一地方選挙の道府県議会選挙で、自民党が結党以来の大

敗を喫し、社会党が長期低迷のなかで久々に勝利し、共産党も議席を３割近く伸ばしたのであ

る。売上税をめぐる各党の態度が、ここに反映しているとみてさしつかえない。

男女別ではあまり差異はないが、公明党支持、共産党支持で女子の優位が目立つ程度である。

大学では、自民党支持が、帝塚山短期大学52.9％、大阪経済大学51.9％、大阪大学51.0％と

いずれも５割台を記録している。社会党支持で三重短期大学50.3％、共産党支持で三重大学

28.6％、公明党支持で帝塚山短期大学17.6％のそれぞれが１位を占めている。

(8)特定政党を支持しない理由

表１－８特定政党を支持しない理由
（％）

(調査年度毎に回答の選択肢が少し異なるので経年比較はできなかった）

特定政党を支持しない理由のトップは政党が「派閥争いや党利・党略の追求に終始してい

る」29.8％、次が「政党の政策に大した違いがないから」12.9％、その他の諸項目は10％未満

となっている。政治的無関心の理由の場合でも、「政党が党利・党略に終始する」という回答

が上位を占めたが、ここでも同様の傾向が確められる。ただし、この質問にたいして理由は不

明だが今回はじめて無回答が29.9％にものぼっていることが特徴的である。この無回答者は恐

らく、政治的無関心層のうちでも、「政治はむつかしい」「自分の生活に関係がない」と答えた

層と重なると推測きれる。自分がなぜ支持政党をもたないかその理由を自党することは、かな

りの政治的関心度を要求されるからである。

男女別では、「派閥争い」で男子が女子を６ポイント上回り、「政党の政策にちがいがない」

で女子が男子を約５ポイント上回っている。

大学では、「派閥争い」で大阪大学35.1％、三重大学34.9％、「政党の政策にちがいがない」

で三重大学21.8％、大阪産業大学15.5％となっている。

(9)新聞を読む割合

表１－９新聞を読む割合
(％）

８７年８５年８３年８１年８７年８５年８３年８１年８７年８５年８３年８１年

雨
２３．６１

7281
２４．６

7551
'22.511--.

７５．３

２２．４

7Le
PSZ-蕊

－５２－

議会制にお

ける政党そ

のものに意

味がない

政党の政策

に大した違

いがないか

ら

自分の意見

や利益を代

表してくれ

ないから

派閥争いや

党利・党略

の追求に終

始している

清潔な政党

がないから
その他 無回答

全体

男

女
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●
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２
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８
２
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●

２
０
６

１
１
１
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９
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●
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４

８
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１

●
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●

９
２
６

２
３
２

７
８
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●

４
４
４

２
９
２

●
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●

１
１
０

１
１
１

９
２
９

●
●
●

９
６
５

２
２
３

全体

87年 85年 83年 81年

男

87年 85年 83年 81年

女

87年 85年 83年 81年

新聞を毎日読む

新聞を毎日読まない

7５．１

２２．８

7７．０

２１．５

7２．８

２４．６

7５．５

２２．５

7５．３

２２．４

7８．５

２０．５

7３．４

２４．２

7５．２

２３．３

7４．５

２３．４

7３．６

２３．６

7１．６

２５．７

7５．７

２１．７



新聞は、現実政治の一番身近で豊富な情報源である。だから、政治的関心層のうちでも、ど

れほどその関心度が深いかを測るひとつの重要なバロメーターが新聞に関する調査数値である。

新聞を「必ず続む」４０．６％、「大体読む」３４．５％、合計75.1％となり、４人のうち３人はだ

いたい毎日、新聞を読んでいることになる。この率は例年どおりである。

男女別の差はほとんどない。

大学別では、だいたい毎日、新聞を読むのは、大阪大学82.0％をトップにほとんどの大学が

70％台であまり変化はないが、大阪産業大学だけは63.8％で、この数値はこれまでの調査の中

でもかなり低いものといえる。

00）興味をもって読む紙面

表Ｉ－１０－ａ－番興味をもって読む紙面の上位４位
(％）

８７年８５年８３年８１年８７年８５年８３年８１年８７年８５年８３年８１年

３５．３

２６．８
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９．５ ,iii 篭
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11塗’
(87年調査の場合、女子の「家庭・婦人」面の率は8.4％で「政治・経済」面を上回っている）

表Ｉ－１０－ｂ新聞で念入りに読む記事の全国調査
(％）

’
87年’
81年

出典：「朝日新聞」’8７．１０１４

新聞を読む層の割合はかなり高いが、政治的関心度の関連で一番問題となるのは、新聞のど

のような記事に興味をもっているかということだ。この意味で、「スポーツ」３５．３％、「社会」

26.8％、「文化・科学」１４．７％、「政治・経済」9.5％という順位と比率は、現代学生の政治意

識を正直に表わしている。この順位と比率は、８０年代にわたってずっと変化はない。なお参考

のため、「朝日新聞」による調査結果を示しておく(87年９月実施、3,000人対象、表Ｉ－ｌＯ－

ｂ)。単純な比較はできないが、学生のスポーツ好きは、少々目立っている。

男女別では、かなりの違いがある。男子は、「スポーツ｣、「文化・科学｣、「政治経済」で女

子を上回る。女子の場合は、男子とは全ったく違ったパターンを示している。「社会」39.1％、

「スポーツ」１９．５％で男子とは１，２位が入れ替り、３位が「その他」１３．８％で、以下「文化・

科学」12.6％、「家庭・婦人」８．４％、「政治・経済」５．４％の順となっている。これらについて

は、経験上も確められることで、多くのコメントを必要としないであろう。

大学ではかなりバラつきがあり、「スポーツ」で大阪産業大学56.6％、「社会」で帝塚山短期

大学43.8％、「文化・科学」で大阪大学23.8％、「政治・経済」で大阪大学16.7％と、それぞれ

の面で１位を占めている。
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(11）憲法第９条に対する態度

表１－１１憲法第９条に対する態度
(％）

８７年８５年８３年８１年８７年８５年８３年８１年８７年８５年８３年８１年

膳
５５．５，

３２．９１
１０．６ 篭謹口

５５．１

３１．４

１２．５

73.4

2Ｍ’
４３１ iii

憲法第９条の改定は是が非かという論争は、戦後日本の政治的論争のうち最大のものである。

憲法施行40周年にあたる年の今回の調査では、「改定反対」65.4％で前回よりも１０ポイントも

上昇し、これまでの調査では一番高い数値を示している。この間の防衛問題の中心的な議論は、

防衛費対ＧＮＰ１％枠突破の是非をめぐるものであった。「朝日」「毎日」の両新聞は1％枠順

守のキャンペーンを張り、野党もそれなけにこの問題をとりあげ、ある程度の世論の盛り上が

りもあった。恐らく、この関連で「改定反対」の数値が上がったものと推測される。

全国的世論調査でも、第９条支持派は増加している。「毎日新聞」調査(87年３月実施、対象

3,000人)では憲法第９条の「支持派」は80％になり前回調査(82年４月）よりも10ポイント上昇

し、「支持しない」のは16％に減少し９ポイント下がった。なお、このうちで男女別で比較す

ると、「支持派」の女83％、男77％で、女`性が男性よりも第９条の支持率の高いことが分かる。

学生の場合、男子の「改定反対」は女子よりも13ポイント近く下回り、逆に「改定賛成」は

７ポイント以上も女子を上回った。「どちらともいえない」という暖昧派も男子が女子を５ポ

イント上回った。他の問題では、「どちらともいえない」と答える層は、大体女子に多いが、

憲法第９条改定にかぎっては、女子の意見は男子よりもはっきりしており、しかも改定反対が

４分の３近くに迫っている。

大学別では、「改定反対」で三重短期大学78.4％、三重大学72％と70％台を越し、逆に大阪

産業大学54.2％、大阪経済大学48.4％となっている。

(12）自衛隊に対する態度

表１－１２自衛隊に対する態度 (％）

８７８５年８３年８１年８７年８５年８３年８１年８７年８５年８３年８１年

自衛隊に対する態度は、「現状のまま」47.8％、「縮小すべき」22.2％、「解散すべき」14.4％

の順であるが、昨年よりも「現状のまま」が約10ポイント低下し、「縮小すべき」が５ポイン

ト増加した。一方、「強化すべき」は5.7％となって、前回よりも３ポイント低下し、これまで

の調査で最低となった。この結果は、自衛隊は諸外国の軍隊に比べて小規模なものであるとす
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ろこれまでの政府や自民党の主張がＧＮＰ１％問題の議論を通じてあまりあてにならないもの

であり、自衛隊は西側軍隊でも有数の戦力を有するものであることが、次第に学生の間にも明

らかになってきたことの現れだ、と解釈できるのではあるまいか。

男女別では、「縮小すべき」で女子が男子を10ポイント上回り、「強化すべき」では、女子は

1.7％と極めて低い。

大学別ではかなりバラつきがあり、「現状のまま」で大阪経済大学67.2％、「縮小すべき」で

三重短期大学43.1％、「解散すべき」で大阪大学20.7％と、それぞれトップとなっている。一

方、「強化すべき」で突出しているのが大阪産業大学14.2％である。

(13）軍事予算に対する態度

表１－１３軍事費の対ＧＮＰ比１％突破問題に対する態度
（％）

８７年８５年８７年８５年８７年８５

軍事費の対ＧＮＰ１％枠は、８７年度予算で初めて突破きれたが、ちょうどこの年に行われた

今回の調査で学生たちはどのように答えたのであろうか。

「１％でも多すぎるから大幅に削るべき」33.2％、「ゼロにすべき」15.4％、合計48.6％が軍

事費削減ないし全廃を求めている。これは前回よりも約５ポイント増となっている。これに

「１％以内に抑えれば支持する」33.9％を加えれば、１％突破反対は82.5％に達する。一方、

「１％突破支持」は7.2％で、前回より約３ポイント低下している。これらを新聞などの世論

調査と比較すると、「毎日新聞」調査(87年２月実施、東京23区、５政令都市、1,040人対象)で

は77％が１％枠突破に反対し、「日本世論調査会」調査(87年３月実施)では59％が１％突破に

反対していた。1％問題では学生の動向は大体世論に忠実なことが分る。

男女別では、「1％でも多すぎるから大幅に削るべき」で女子が男子を約８ポイント上回り、

「１％突破支持」では男子10.1％に対して女子1.7％で、女子のほとんどは１％突破を支持し

ていない。

大学別では、「ゼロにすべき」で三重大学20.2％、大阪大学19.9％と20％前後となっている

が、他方、１％突破支持で10％を超したのは大阪産業大学で16.1％となっている。

(14）原子力発電に対する態度

表１－１４原子力発電に対する態度
Ｍ）

８７年８５年８７年８５年８７年８５年

－５５－
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２
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０
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図１－２原子力発電についてどう
思うか

図１－１原子力発電の今後の割合
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'よ％）
に増やして
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現在よ
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総理府調査「毎日新聞」調査

出典：「日経新聞」’8８．１．４出典：「毎日新聞」’８６．６．ｌ２

チェルノブイリ事件以後の学生は原子力発電にどのような態度をとっているのだろうか。原

子力発電の「新設・増設にも賛成」２１．５％で、前回調査よりも約14ポイント低下している。

「現状のままなら賛成」40.6％で前回より約８ポイント上昇している。「一切反対」は13.4％

で約４ポイント上昇している。こうみると、学生は、現状を認めるけれども、「一切反対」を

含め新・増設には過半数の学生が反対していることになる。前回の場合は、まだこれが42.6％

にしか達していなかった。原子力発電の問題で特徴的なことは、前回も今回も「わからない」

とする学生が20％を超していることである。まだまだ原子力発電の本質が学生たちに知らされ

ていないことを、この数字は物語っている。一

参考のために、総理府のr原子力に関する世論調査」（87年８－９月実施。２０歳以上３，０００人

対篁iLl糞示しておく。それによれば､原子力発電に対して何らかの不安を抱く人がこの調査で
~過去最高の86％に達した。原子力発電の今後については、「積極的にふやす」が6.7％にとどま

り、「慎重にふやす」50.1％、「現状維持」23.2％、「現在より減らす」４５％、「現在運転中のも

のも停止」1.8％、「わからない」１３．７％となっている。国民の約30％が原子力発電の現状凍結

ないし削減・廃止を望んでおり、原子力発電賛成派も圧倒的多数がその開発にあたっては、慎

重ざを要求していることが分る。とはいえ実は回答者は「慎重」ということにウェイトをおい

たのか、「増やす」にウェイトをおいたのか、この設問の仕方では不明であり、この意味では

この選択肢は一種の「誘導」的設問ともいえる（図１－１）。

したがって、質問の設定の仕方では別の結果も出ている。「毎日新聞」調査(86年５月実施、

対象3,000人)では、原子力発電について、「新たな開発はしない」５８％、「操業停止」１８％で、

合計すると76％がこれ以上の原子力発電を望まないか中止を要求していることになる。「積極

的開発」は18％にすぎない。この調査がチェルノブイリ事件のわずか１カ月余後のものであっ

たという事情を考慮しても、総理府調査とは大きな食い違いをみせており、このことは、世論

調査の取扱いには、慎重な態度が要求されることを改めて痛感させている（図１－２)。

学生の場合、男子の28.2％が「新・増設」に賛成していることに対して、女子は約その３分

の１以下の数値となっている。女子は、「現状のまま｣、および「一切反対」で男子を上回って

いる。
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大学別では、「新・増設賛成」で大阪産業大学31.6％、大阪大学29.7％と高い数値を示し、

一切反対で「三重大学」２２．９％がトップとなっている。

全体として学生の政治意識は、変化している。前回に比較した場合の、政治的関心の高まり、

政治的満足度の低下、憲法第９条、自衛隊、軍事費１％、原子力発電等の問題で政府与党の政

策に対する批判的態度の高まり、これらはすべて相関している。今回の調査の近い時点で、チ

ェルノブイリ事件、８７年度予算での軍事費の対ＧＮＰ１％突破、売上税法案上程・廃案、など

政治的、社会的重要事件が相次ぎ、これらの問題がマスコミを通じて論じられ、学生のさまざ

まな関心を呼びおこしたものと考えられる。社会党、共産党に対する支持率が久しぶりに高ま

ったのもその反映であろう。だから、世上よく若者たちの政治ぱなれが比判の対象になるが、

問題は逆で、政党の側が、とくに野党の側が若者たちの関心を惹きつけるような政治を行って

いない、というところに本当の問題がある。今回の調査は、改めてこのことを示しているよう

に思われる。この見地からみれば、学生の政治的関心度が高まっているにもかかわらず、「支

持政党あり」の割合が年々低下し、今回最低になったことは、現存の諸政党によほど魅力がな

いことの現れだといえよう。

今回の調査のもう一つの特徴は、これまであまりはっきりとは出てこなかった各大学の学生

カラーの違いというものが、ある程度でてきたことである。一言では表現するのはむずかしい

が、それぞれの項目をみれば、一定の傾向が読みとれるようだ。

第Ⅱ部余暇と読 書

(1)余暇の過ごし方

余暇の過ごし方(17項目中３つまでの選択回答)については、第１回から第４回まで毎回連続

して「レコードやＦＭ放送を聞く」が第１位を占め、学生の高い音楽愛好度が指摘されてき

た。しかし、今回の調査では、なぜかそれが第２位(37.7％)に落ち、群を抜いて第１位が「テ

レビを見る」（47.1％)であった(図Ⅱ－１）。男子学生では何と51.9％が、女子学生でも38.0％

が「テレビを見る」と回答した。ちなみにその高率の内訳を大学別に先取りしてみると、わが

大阪産業大学の61.9％が、また群を抜いている(表Ⅱ－１）。「聞く」から「見る」ヘのこの逆

転を何と解読したらよいであろうか？おそらく、ここには昨今のピデオブームが反映してい

るのであろう。大学生をひきつけるテレビ番組が近年急増したと考えるよりも、彼らが好みの

ビデオを選択して「テレビで見る」ことが急増したとでも考えなければ、この現象は理解しに

くい。経年比較を意図するあまり、1980年以来統一の17項目を設定し、街角のビデオショップ

を見のがしたこと、またコンパクト・ディスク、テレビのサラウンド・システム等、刻々変化

し新しく登場するオーディオ機器をも見のがしたことが、思いがけずも解読の筆の運びを鈍ら

せる結果となった。「テレビを見る」のか「テレビで見る」のか、いずれにせよ、しかし、余

暇にはテレビ画面と向き合う学生たちが急増していることは事実である。

テレビとレコード・ＦＭに次いで第３位には「アルバイトをする」29.6％(男24.5％、女

38.9％)、第４位には「読書」２８．８％(男27.9％、女30.9％)、そして第５位には「友人との談

－５７－



余暇の過ごし方図Ⅱ
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表Ⅱ 余暇の過ごし方（大学別）

大阪産業大学

帝塚山短期大学

話」26.6％(男25.6％、女28.5％)が高い比率を示しており、これらは)|頂位に変動こそあれ、比

率的には前回の調査とほぼ肩を並べている。アルバイト率の女子優位にも変わりはない。それ

よりも、今回の調査に特徴的なことは、それらと比率的には大差なく、第６位に「何もしない

でぼんやりしている」24.4％(男22.8％、女27.1％)が顔を出していることであろう。これを経

年比較して、前々回17.9％(男18.5％、女16.4％)、前回18.5％(男17.0％、女21.6％)からの大
′

幅増に目をとめると、アルバイト、読書、友人との談話Iこ時を過ごす学生像が描き出きれる反

面に、テレビと向き合うか、それとも「何もしないでぼんやりしている」学生像が浮かびあが

る。

－５８－

１位 ２位 ３位 ４位

大阪産業大学
ア

6Ｌ9％

レピ

41.3

レコード・ＦＭ ド

25.2％

フ イブ

25.2％

友人との談話

大阪経済大学
47.5％

アルパイト ア

45.1％

レピ

32.0％

レコード・ＦＭ

27.9％

友人との談話

大阪大学
ア

47.7％

レピ

40.6％

読書

38.7％

レコード・ＦＭ

32.0％

ｸラブ活動

三重大学
ア

44.5％

レビ

41.7％

レコード・ＦＭ

317％

読書

29.8％

何もしないでぼんやり

帝塚山短期大学
46.0％

食べ歩き・ショッピング

39.5％

アルバイト 丁

34.7％

レピ

33.1％

友人との談話

三重短期大学
52.9％

アルバイト ア

46.1％

レピ

40.2％

レコード・ＦＭ 食べ歩き

37.3％

、 ショッピング



このネガテイーフな学生像は、文字どおり、行動面においては消極的な印象を与えはする。

しかし、このネガティオンは、余暇の本来を考えるとき、,忙しく時を消費するよりもかえって、

それこそ学生本来の余暇の過ごし方であるとも映るであろう。目まぐるしい変化のなかであわ

ただしく時を数える現代社会へのネガテイオン、これが現実に忙殺されまいとする無意識的な

自己防衛策をとる学生像となって、ここに現われていると思えてならない。社会的には負の価

値を示すものも、学生生活においては正の価値を含みうる。ちなみに、三重大学では、これが

29.8％の高率を示し、第４位に位置している。

そういう意味を含めて､改めて大学別の余暇の過ごし方(表Ⅱ－１）を眺めると、テレビ、レコ

ード・ＦＭの項目はすべての大学に共通して表われているが、それ以外の項目に各大学の学

生像を坊佛とざせる項目が表われているように見える。たとえば、大阪産業大学には第３位に

「ドライブ」25.2％があり、大阪経済大学には第１位に「アルバイト」４７．７％、大阪大学には

第４位に「クラブ活動」３２．０％、三重大学には上述の「何もしないでぼんやりしている」

29.8％、帝塚山短期大学には第１位に「食べ歩き・ショッピング」４６．０％、三重短期大学には

第１位に「アルバイト」52.9％の高率がある。

(2)１週間の時間の使い方

余暇の過ごし方からして気になるのがテレビ視聴時間であるが、これは今回の調査でも３時

間-14時間未満との回答率が男女とも最も高く、男41.8％、女46.0％(表Ⅱ－２）であった。

しかも、第３回以来、男女とも回答はここに集中する傾向にある(男32.0→40.5→41.8％、

女43.7→45.2→46.0％)。しかしながら、前回までにも指摘されてきたとおり、男子学生では

これを越えて週１４時間以上テレビを見ると答えた者がなお41.3％を占めるのに対して、女子学

生ではそれが27.1％であった。最近３回の調査を総合して見ても、週14時間以上テレビを見る

割合は、男子学生では４割を越えるのに対し、女子学生では３割に満たない。男女間の差はな

お歴然としているが、テレビ視聴時間は全体として週３時間-14時間未満に定着しつつあると

いうところか。

これに対して、読書時間は、今回は男女とも週３時間未満との回答が目立った(男42.0％、

女43.1％)。とくに女子学生の場合、この回答がトップを占めたのは初めてのことで、第１回

表Ⅱ－２－週間の時間の使い方
(％）

，｜女一男一女一男庁」ＬⅢ后」肱

１３．５４２．０３５．９７２０．８０６

６０４３．１４１１６６２３０．９

４８１１．９４１．８２３．２１０．７７．４

４．９２２０４６０１５．４９．１２６

７２２８．２３９．７１３０８３３５

６６３８０３５４１４６２３３１

５１９８７２４７７４４６２１

５９４１２６２００５１１４１１

５４５５．３２３．２７．１５．４４．３

４０．６５７３１．４１４．６５４２．３

－５９－

0時問 ３時間未満
3時間～

14時間未満
14時間～
21時間未満

21時間～
28時間未満

28時間以上

読書
男

女

1３．５

６．０

4２．０

4３．１

3５．９

4１．１

７．２

６．６

０．８

２．３

0.6

0.9

ﾌ「 レビ
男

女

４．８

４．９

1１．９

2２．０

4１．８

4６．０

2３．２

1５．４

1０．７

９．１

7.4

２．６

フ ジオ

レコード

男

女

７．２

６．６

2８．２

3８．０

3９．７

3５．４

1３．０

1４．６

８．３

２．３

３．５

3.1

クラブ活動
男

女

5１．９

5９．４

８．７

1２．６

2４．７

2０．０

７．４

５．１

４．６

1.4

2.1

1．１

アルバイト
男

女

5４．５

4０．６

5.3

5.7

2３．２

3１．４

７．１

1４．６

5.4

5.4

４．３

２．３



から第４回まではいずれも週３時間～１４時間未満の回答率が首位であった。それが首位で安定

していると考えられた女子学生の読書時間が減少したのと同時に、前回は増加傾向にあると指

摘きれた男子学生のそれも、今回はまた逆もどりしたわけである。０時間との回答をも合わせ

ると、男55.5％、女49.1％、全体としては53.3％の学生が、週３時間未満しか読書していない

ということになる。読書内容については後述のとおりであるが、学生が１００人いたら、週21時

間以上の読書家はそのうちの２人と考えられてよい。もちろん、パソコンやワープロ、それに

ビデオ教材等の普及が急である今日では、読書がすなわち勉学であると短絡的に考えるわけに

いかないのは、われわれの研究形態を見てもしかりであろう。われわれの周囲にも、最新機器

を操作する「研究者」は増えたが、黙々と読書する「学者」は少なくなった。そういう実感を

もって、再び「過暇の過し方」（表Ｈ－１）をふりかえってみると、大阪大学と三重大学のみに

「読書」の項目が見えるのは、今や学生意識の古典派の表明でしかないのであろうか。

「ラジオ・レコード」に費す時間についても、とくに女子の経年比較において「読書」と類

比的な減少傾向が見られる。すなわち、第１回を除けば、これまで男女とも、３時間－１４時間未

満との回答率が毎回首位にあったが、今回は女子の場合これが２位35.4％に落ち(前回との比

較では-6.9ポイント)、１位が３時間未満38.0％(前回との比較では＋8.5ポイント)であり、

男子の場合は順位に変動はなかったものの、０時間7.2％、３時間未満28.2％がポイントを上

げ、３時間以上が減少した。

これら「読書」と「ラジオ・レコード」の減少分が、おそらく「テレビ」の増加に対応して

いるのであろう。しかし、このことでただちに、一昔前ならそういえたであろうように、学生

の学習意欲と音楽愛好度の減少を指摘することは、やはりできないであろう。テレビは今や、

それで映画を、ステレオ音楽を楽しむことができる機能をそなえ、また、キャプテン・システ

ムや衛星放送、文字放送など、情報化と国際化の時代における欠くべからざる情報源となって、

われわれの学習形態を、この80年代に大きく変化させたといえるからである。これに加えて、

「ラジオ・レコード」という範蠕も、やや古めかしいものになりつつある。ラジオは、ステレ

オ・ラジカセであり、レコードはＣＤプレーヤーを組みこんだミニ・コンポの一部を占める

に過ぎなくなっている。テレビもラジオもレコードも、それ自体として単独に存在しがたくな

っているところに、はからずもまた、たかだか10年の比較意識調査の困難を思い知らきれる。

なお、「クラブ活動」と「アルバイト」に関しては、今回もまた０時間回答が圧倒的に１位

を占めているという傾向に変わりはなかった。全体としての傾向がこうであるから、大学別の

余暇の過し方(表Ⅱ－１）において、これらの項目が上位に位置していた大学は、それぞれの学

生生活の特徴を如実に示していると再確認できるであろう。

(3)テレビ・ラジオ番組

よく見るテレビ番組の上位は、ドラマ39.1％(男319％、女51.7％)、ニュース37.5％(男

35.7％、女40.3％)、スポーツ36.0％(男45.2％、女19.1％)、映画34.4％(男35.3％、女

33.1％)の順となっており、ドラマとスポーツには依然として男女差が著しい(図Ⅱ－２)。

男女別に上位を並べてみると、男子学生ではスポーツ、ニュース、映画、ドラマの順になり、

女子学生ではドラマ、ニュース、映画、音楽の順になる。注目きれるのは、ニュース視聴率の
′

上昇である。前回と比較して、8.5ポイントの上昇、前々回からは13.1ポイントの上昇が目を

ひく。この上昇は、最近のニュース番組ブームを如実に示すものであろう。各テレビ局は、二

－６０－



図Ⅱ－２よく見るテレビ番組
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ユース・キャスターの個性化、`情報の多様化等によって、ニュース番組に工夫をこらし、視聴

率を競っている。そして、視聴率の上昇が、おそらくまた、政治的関心層がこれまでの調査の

うちで最も高い数値を示したこと(第１部政治意識)の一因となっているのであろう。正しく

知らされているか否かは別にして、この傾向は、とりあえず歓迎きれるべきであろう。

ラジオ番組のうちＦＭ放送については、相変らず、ポップス51.9％(男52.7％、女51.1％)、

歌謡曲33.0％(男33.5％、女32.3％)の人気が高い(図Ⅱ－３)。この両者の人気の高苔はとくに

第３回以来のものであるが、強いて今回の特徴を挙げれば、両者ともに男女差がなくなり、そ

の人気の高さにやや陰りが見え始めたことであろうか。それらがやや人気を下げた分だけ、ク

ラシック17.2％(男13.0％、女24.6％)が人気を高めた。とくに女子学生のクラシック志向は顕

著であり、過去最高の人気度を記録した。世の懐古的風潮からして、今後もこの傾向は強まる

のではあるまいか。なお、ＦＭ放送を全く「聞かない」層も27.7％(男25.5％、女31.1％)あり、

これは第２回に次いで第２位の高率であった。

ＡＭ放送については、番組別に男女差がかなり大きく、深夜放送34.4％(男40.1％、女

24.6％)、，．Ｊ22.1％(男25.2％、女16.6％)、野球21.8％(男25.8％、女14.9％)、リクエス

ト番組20.9％(男19.7％、女23.1％)が比較的によく聞かれている(図Ⅱ－４）。聞かれている上

位番組にあまり変動はないが、野球(男子の高率による盛り返し)を除いて、おしなべてその聴

取率を下げている。「聞かない」層は24.7％(男23.7％、女26.3％)で、全体の第２位であった。

４人に１人の割合で、ＡＭ放送を聞かない学生がいることになる。ラジオを聞かない傾向は男

子よりも女子に強いことがこれまでに指摘されてきたが、今回はその較差が縮まり、男子学生

にその傾向が増大していることも注目される。
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図Ⅱ－３よく聞くＦＭ番組
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(4)読書傾向と好きな作家

表Ⅱ－３は最近読んだ本ベストテンの男子学生の結果である。『竜馬がゆく』がトップであ

るが、これは前回調査と同じ結果である。また、『大学生の読書生活、第２回大学生読書生活

実態調査報告書87年版』（全国大学生活協同組合連合会編)でも、本書は第２位を占めており、

感動した本でも第２位にあげられている。

現代の学生の政治的アパシー化がさけばれている昨今であるので、激動の維新の時代を理想

に燃えて生き抜いた青年坂本竜馬にある種の感情移入をするというのはちょっと首をかしげた

くなる向きもあろうかと思われようが、筆者はむしろ、現代の日本は日常的レベルで維新を迎

えているのではないかと思えてならない。つまり、日本人から地球人へとアイデンティティを

拡大しなければ乗り越えることができない国際情勢の中で若者の感'性はすでにその事を感知し

ているのではなかろうか。あたかも竜馬が当時、一つの藩の人から日本人へと越え出たように

……。現代の大学生はフィクションよりノンフィクションを好む傾向があるといわれているが、

『ドキュメント・サラリーマン』『ユダヤが解ると日本が見えてくる』等、上位に顔を出して

いるのはドキュメント・ノンフィクションのジャンルである。大学生が、ＳＦ、オカルト、神

秘主義的な方面への興味を増大させつつ、一方ではしっかりと現実を見て行こうとする二極分

化の傾向のあらわれといえるのではないだろうか。

『三国志｣、『こころ』、『項羽と劉邦』といったところは、かなり根強い人気を保っていると

いえるであろう。前回調査(第４回)と今回調査とを通じてベストテンに入っている『プラトー

ン』は映画化の影響であろう。戦争をえがきながら反戦を訴える映画である。大学土らしい選

択であるといえるだろう。

表Ⅱ－４は女子学生の読んだ本ベストテンである。『氷点』が第１位であるが、本調査では

第２回調査で第６位になっただけで、その他ではベストテン入りはしていない。前述の『大学

生の読書生活」の調査では、「氷点」は23位であるが、感動した本の著者名では２位、関心の

ある著者では９位、女子学生の関心のある著者では１位となっている。最近徐々に人気の上昇

している作家の一人であると考えて間違いないであろう。『されどわれらが日々」が３位とな
瓢
Ⅱ
厄

３読んだ本ベストテ ン（男 ４読んだ本ベストテン (女

［
6３

)|頂位 書名 度数

１ 竜馬がゆく ８

” ドキュメント・サラリーマン ８

３ ユダヤが解ると日本が見えてくる ７

〃 三国志 ７

５ こころ ５

〃 プラトーン ５

７ 項羽と劉邦 ３

〃 近代日本思想史序説 ３

〃 老人と海 ３

〃 量子力学 ３

１１頂位 書名 度数

１ 氷 占
job、 ５

〃 されどわれらが日々 ５

３ 兎の眼 ４

〃 女坂 ４

〃 坊 つ ちやん ４

６ 暗夜行路 ３

〃 女の 生 ３

〃 源氏物語 ３

９ 赤毛のアン ２

〃 ウォーターシップダウン ２



っているが、近年、柴田翔の本が顔を出すのは珍らしいといえる。彼の本は、７０年代前後の

学生が好んで読んだ本である。ちなみに、柴田は本調査の第１回調査(1980)において、女子学

生の好きな作家で10位に入っている。「兎の眼』は女子学生には人気のある本である。第１回

調査では２位、第２回調査では９位となっており、第３回、第４回では姿を消していたが、第

５回目で復活している。『大学生の読書生活」でも、関心ある作家、感動した作家で灰谷健次

郎は常に上位にあげられている。６位の「源氏物語』は、アニメブームにのり映画化されたり、

新解釈が出たりといった話題性をもっているため上位に入ったものと思われる。若い女性の永

遠の恋人とも目されてきた光源氏が、実はマザーコンプレックスであったといった解釈は現代

的な大学生の恋愛状況を適確に反映していると思えてならない。今は女子大生が男子学生をそ

の未成熟さの故にふるケースが圧倒的に増えている。母親から自立していない男の子に愛想を

つかせるのだ。女の子の依存願望は満たしてはくれないが、逆に母性性は満たきれるといった

アンピバレントな状況が今の若者の恋愛のパターンだと言えるであろう。そのような両価性を

持った主人公としての光源氏はまきに現代的恋愛状況の投影の産物であろうと思われる。

(5)好きな作家

表Ⅱ－５は男子学生の好きな作家ベストテンであるが、ここ数年は赤川次郎が常に１位であ

る。また星新一、西村京太郎、司馬遼太郎といった作家は常に上位にあがってきている。夏目

漱石はかつて本調査において国民的作家として扱うべきである旨のことを指摘したが、今回の

調査においても５位に入っており固定した人気を保っているというべきであろう。表Ⅱ－６の

女子学生の好きな作家ベストテンをみても２位に入っている。男子学生の傾向で少し変ったと

ころは、アガサ・クリステイーが７位に入っているところであろう。以前の調査では、クリス

テイーは常に女子学生に入気の高い作家であった。女子学生に推理小説ぱなれが起こっている

一方、男子学生の方は、西村京太郎が４位、クリステイーが７位と推理作家が２人も入ってい

る。

大学生の推理小説離れについては「大学生の読書生活」においても指摘されている。北方謙

三といった男性傾向の強いものがやはり男子学生に読まれているようである。マークトウェイ

二 ６好きな作家（女子）

表
航

■
■
■
■
、

５好きな作家（男子）

数度 数度

6４

順位 作家名 度数

１ 赤）|｜次郎 4４

２ 星新 2０

３ 司馬遼太郎 1８

４ 西村京太郎 1７

５ 夏目漱石 1６

６ 筒井康隆 1０

７ アガサ・クリスティー ９

８ 北方謙三 ８

〃 マークトウェイン ８

1０ 菊池透行 ７

順位 作家名 度数

１ 赤川次郎 2３

２ 夏目漱石 1６

３ 田辺聖子 1４

４ 灰谷健次郎 1１

５ 永井路子 ９

６ 遠藤周作 ７

〃 渡辺淳 ７

８ 三浦綾子 ６

９ 新井素子 ５

〃 星新 ５



表Ⅱ－７関心ある著者

＝
全国大学生協編「大学生の読書生活」より

表Ⅱ－８関心あるテーマベスト５

＝
全国大学生協「学生の読書生活』より

ンのようなタイプの作家がベストテンに入るのは初めてである力訂、これなぞも、男子学生の少

年期への回帰傾向のあらわれであろうか。

表Ⅱ－７は『大学生の読書生活」の関心ある著者の男女別ベスト５である。

今回の調査と比較すると男子学生では本多勝一、落合信彦などは入っておらず、その他の著

者はほぼ共通している。また女子学生の方では村上春樹が入っていないだけで他は共通してい

る。また女子学生は女流作家を好むといわれているが、今回の調査ではベストテン内に４名、

「大学生の読書生活」の方ではベスト５内に２名の女流作家があげられている。

表Ⅱ－８は『大学生の読書生活」の関心あるテーマ男女別ベスト５である。これをみても男

子学生と女子学生の興味、関心の相違は明らかであるが、これは学生に限らず男女の関心の差

としてもあてはまるであろう。男子学生の方はそのままビジネス、実学的傾向のものを好んで

読むようである。一方女子学生は、精神的、文学的傾向が強く、中でも星占いや血液型性格判

定などは女性の置かれた受身的立場と無関係ではないであろう。男女共通したテーマでは生き

方の問題があげられるであろう。現代のような多様な価値観が許容される社会では生き方の問

題は老若男女を問わず避けては通れない問題のようである。学生は経験と読書から生き方を模

索する存在である。青春時代に影響を受けた本は大きくその人の人生を左右するであろう。男

女の読書傾向の差はそのまま男と女の生き方を規定するであろう。

(6)雑誌傾向

現代の学生の雑誌傾向は、①情報誌をよく読むこと、②現在の主たる関心は、コンピュータ、

音楽、バイク、自動車、③コミック誌をよく読む、といったところである。今回の調査でもそ

れはよくあらわれている。表Ⅱ－９は雑誌ベストテンの男子学生の結果である。これをみると

上位５位までコミック誌である。『大学生の読書生活」をみても雑誌上位１０位のうち６冊まで

がマンガコミック誌である。本調査では第１回から第５回まで一貫してマンガコミック誌が上

－６５－

男子学生 女子学生

1位 司馬遼太郎 三浦綾子

２ 本多勝 灰谷健次郎

３ 落合信彦 村上春樹

４ 夏目漱石 遠藤周作

５ 赤１１１次郎 赤川次郎、大宰治、田辺聖子

男子学生 女子学生

１位 円高、貿易摩擦 生き方

２ 生き方 女性論

３ コンビ ユ タ 大学生の心理

４ 金融、財テク 精神分析

５ ハイテクノロジー 星占い、血液型



位ベスト３を占めてきている。８０年代学生の大きな特徴の一つはやはりマンガコミックといえ

るであろう。週刊プレイボーイ、平凡パンチといったかつて学生をターゲットとした週刊誌は、

コミックと情報誌に完全にその座を譲ってしまったといえるであろう。

ホットドッグプレス、ビッグコミックスピリッツはここ数年で売り上げを伸ばし、特に学生

によって読まれるようになった雑誌である。表H-lOは女子学生の雑誌ベストテンである。ノ

ンノは本調査のすべてにおいて第１位である。ＪＪ、ＣａｎＣａｎといったところは、ここ数年や

はり若い女性に人気が出てきた雑誌である。女子学生では、別冊マーガレットがマンガコミッ

ク誌中では圧倒的に人気があるようである。週刊少年ジャンプは女子学生にもかなり読まれて

いるようであるが、やはり「北斗の拳」の人気であろう。「With」などはヤングアダルト向け

のファッション雑誌といえそうであるが、女子学生にとっては多少価格も高く、定期講読とい

うより、特集や記事によって時々買うというパターンが多いようである。男子学生がコミック

なら、８０年代の女子学生の－大特徴はアンノン族といわれる雑誌傾向に代表されるとみてよい

際
…
！

一

．フ。

Ⅱ-11は「大学生の読書生活」による男女別定期購入誌ベスト５である。これによると、

の傾向は一目僚然である。男子はマンガコミックー色である。女子学生の方は、３位に

ラジオ英会話があげられているのが興味深い。女子学生は英語を武器に就職を有利にし

という傾向もあるようである。

Ⅱ－９雑誌ベストテン（男子）表Ⅱ－１０雑誌ベストテン（女子）１鰍
別
回
国
囹
囚
回
国
囚
田
旧 Ｉ

表Ⅱ－１１ 男女別定期購入誌ベスト５
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全国大学生協編｢大学生の読書生活』より

－６６－

順位 雑誌名 度数

１ 週刊少年ジャンプ 230

２ 週刊少年マガジン 8１

３ 週刊少年サンデー 7５

４ 週刊ヤングジャンプ 6３

５ ビッグコミックスピリッツ 4０

６ ＦＭステーション 2７

７ ぴあ 2６

８ ホットドッグプレス 1９

９ ポパイ 1５

〃 ヤングマガジン 1５

順位 雑誌名 度数

１ ノンノ 102

２ アンアン 3５

３ J・Ｊ ● 3４

４ 別冊マーガレット 3２

５ 週刊少年ジャンプ 3０

６ ＣａｎＣａｎ 2８

７ ピピ 2０

８ オリ ブ 1８

９ Ｗｉｔｈ 1７

1０ フフ 1５

男子学生 女子学生

1位 少年ジャンプ ノンノ

２ ビッグコミックスピリッツ 別冊マーガレット

３ ヤングジャンプ ＮＨＫラジオ英会話

４ ぴあ ＣａｎＣａｎ

５ 少年サンデー Ｊ，』．



Iｂ】

第５回学生の社会意識調査

※答は、すべて回答用紙に記入して下さい。

Ｑ（１）あなたは日本の政治のありかたに満足していをすか。

１．非常に満足２．やや満足３．どちらともいえない４．やや不満５．非常に不淌

↓Ｑ（２）へＱ（８）へ

Ｑ（２）あなたが、日本の政治に満足しているといえない理由を、次のうちから２つ辺人で下さい。

公害などで快適な自然環境が保障されていないから

受験地欺.が続くなど、適切な文教政策がとられてい

ないから

社会祖祉政策か不充分だから

その他

物価高などで生活か楽にならないから

汚収や迫挙迎反など、不明朗なことか多いから

派閥争いなど、政党の活動かみにくいから

平和と民主主銭を守る努力が払われていないから

政党や政治家が党利・党略や私利・私欲だけを追

求しているから

●
●

Ｐ
い
⑭
万
万
０

Ｌ
２
３
４
凪

●
●

（
】
【
》
｜
ｎ
泊
）

Ｑ（８）へ

Ｑ（８）あなたは、日本の政治にどの程度岡心をもっていⅡ十か。

2．多少関,しを

もっている

1．非常に関心を

もっている

8．小世、関心を．

もっていない

４．０１とんど困心を

もっていない

↓Ｑ（４）へ ↓Ｑ（５）へ

Ｑ（４）あなたが、日本の政治に関心をもつ一番

大Ｑな理由を、次のうちから一つ沮んで

下さい。

Ｑ（５）あなたが、日本の政治に関心をもっていない－

番犬Ｑな理由を、次のうちから１つ返人で下さ

1．自分の生活に関係がないから

２口人の意見は政治に何の形■も与jしないから

8．政治の問■はむつかしくてよくわからない

４．政.治に関心をむける暇がない

5．設定沮挙抱かないから

6．その他

1．自分の生活に関係＋らから

2．平和と民主主毬を守るため

8．地域社会の発展に関係するから

4．政治家や政党の動Ｑが面白いから

5．その他

↓Ｑ（６）へ↓Ｑ（６）へ

Ｑ（６）あなたには、い世支持する政党かあり■すか。

１．ある 2，左

↓（７）へ ↓（８）へ

Ｑ（７）あなたか一番支持する政党は次のうちど

れですか．1つ辺人で下さい。

Ｑ（８）あなたが支持する政党がない一番太&た理由を

次のうちから一つ■んで下さい．

1．自民党

2．社会党

8．公明党

4．共産党

5．民社党

6．社会民主迎合

第二院クラブ

係党派市民連合

ＭＰＤ平和と民主辺動

その他

1．■会制における政党そのものに五味がないから

2．政党の政策に大した追いがないから

8．どの政党も自分の近兄や利益を代表してくれないから

4．政党は派閥争いや党利・党略の追求に終始してv､ろから

5．汚■や遷挙迎反などと全く■係のない清潔な政党がない

から
6．政党がどのような主奴をしているかわから江いから

7．その他

●
●
●
●
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↓Ｑ（９）へ

↓Ｑ（９）へ

－６７－



出２

Ｑ（９）あなたは、竃法第９条についてどう思い注すか．

8．改定すぺＱではない1．改定十べＱである 2．と坊らとも．いえない

Ｑ（１０）あなたは、現在の自衛隊についてどう思い逸すか．

2．縮小すべきである 8．現状の武世でよいI．解散すべＱである

４．６つと強化すべＱである５．わからない

Ｑ（１１）日本の軍事予算の対ＧＮＰ比１％突破問題について、あなたはどう考え注すか‘

８．１％でも多すぎるから、工事予算は

大伯に削るぺＱである

１．１％突破は当然だから

支持する

２．１％以内に抑えれば

支持する

4．軍事予算はゼロにナペ

Ｑである

5．わからない

Ｑ（１２）あなたは、原子力発矼についてどう考え注十か

1．新設・期股にも賛成 2．新設・ＮＭＲには反対だか、

現状の.』白なら賛成

８．－.切反対 4．わからない

Ｑ（１８）あなたは、余暇を主にどのように過してＶ､注すか．次のうちから８つ沮んで下さい．

映画鍾宜２．卜・ライブやプーリンタをする

レコードやＦＭ放送を側〈５．パチンコや麻雀をする

デイトをする８．アルパイトをする

クラブ活動１１．テレビを見る

各桓学校（英会話・コンピュータ・その他繭古事を含む）に行く

新阿を瓜ｔＪｌ６・公演や、、奏会に行く

反人との険賭

夙各

食べ歩Ｑやシロブピンク

何もしないでぼんやりしてれる

写真など■味にうｏ，こむ

その他
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●

●
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Ｑ（１４）あなたは、次のことに一ｍｌｌＵのうじ､何時I1Ilを費しきすか。

１m

－６８－



比８

Ｑ（１５）あなたはテレビやラジオのどのような番組をよく見たりｎｏいたりし逃すか．それぞれについて２つ選んで下さい。

ａ映画４．音楽５．ト．キニメンクリー

8．アニノーシロン９．Ｇk養宙座１０．兄ない

Ａテレビ 1．ニュース

６．時集

２．ドラマ

7．スポーツ

４．侍集

８．聞かない

４．ｑｋ■曲

８．ニュース

12.閃かない

ボププス

その他

ポプブス

7．深夜放送

その他

ジャズ８．

欧圃曲７．

ジャズ８．

リクエスト番組

,｝球11.

1．クラツソク

5．深夜放送

1．クラシック

5．、．Ｊ

9．顧学

●
●

２
６
２
６
０

●
■
■

Ｂラジオ

にli：

Ｑ（１６）あなたは新凹を毎日戒み食すか。

１．必ず脱ｔＪ２．大体成tｒ ４．１nとんど成さないａあ･＆,戚世ない

ＩＱｍ７）へ Ｑ（１８）へ

Ｑ（１７）あなたが一番只味をも‐’て灰ｔ『紙面はどこで十か。1つ沮んで下さい．

4．正座・扮人1．政治・経済

5．文化・科学

2．杜会

6．その他

８．スポーツ

↓Ｑｕ８）へ

Ｑ（１８）あなたが、最近肌んで印象に残った本を－冊あげて下さい。

Ｑｍ９）あなたが､好Ｑな作家を１名あげて下さい．

Ｑ（２０）あなたか、よくⅨｔＪ雑睦（コミックを含む）を８つあげて下さい．

フュース・シート

（１）セヒ剛１

１．男２．女

（２）あなたか、在学する大学名を教えて下さい．

4．帝垣山短期大学8．三五大学1．三丘短期大学

5．大阪大学

2．大阪産業大学

6．大阪経済大学

（８）▲なたの家族の家叶帷持者の広業は何ですか．（鷹考お照）

4．労働者（商店貝など）

8．その他、無項

8．労働者（産栗）

7．＆林水宜巣者

1．事務敏

5．自営商工乗宕

2．管理戦

6．自由乗者

－６９－



脳４

（４）あなたの家族全体で昭矛Ⅱ５９年の１カ年のボーナスを含l◎た所１Ｗは、手取額で、次のうちどのくらいで十か。

100万円未満

200万－２５０万円未満

850万-４００万円未満

500万－５６０万円未満

1．

４．

７．

１０．

２．

５．

８．

１１．

100万－１５０万円未満

2ｌｉＯ万一８００万Ｐｊ未満

400万－４５０万円未満

蟹⑩万一６００万円未満

３
６
９
２
１

150万－２００万円未満

800万－８５０万円未満

450万－５００万円未満

600万円以上

（、老）

（１）小務戚

馴務・技iW関係の公跨貝，公共企菜休職DiO会社j０，教員

研究員，医師・Ｄｔ型士など専門的技術者。

②管理威

符Bl1的公秘貝腸民ⅡU会社の課長以上，および大企業の役員

陵人役仙．教育や灰抜機､！')長。

③労働潟（産業）

加:LilUlみ立てなどの生産工穏従耶者，採鉱従M1渦，迎輪ｊｍ

ｎｌ粟傍従'11者，水上迎佑機関従駆羽。

（４）労働者（商店員など）

店､ｑ，化粧il6その他のセールス，典金人，家政蝿・ウエート

レス・鋼珊へ.理容fIj・plHO従業日・行IilIllな｣?各伯サービス

藁従1ＩＭＩ・大工・左官など腿築土木の現期，IjdI名，処几・指し

物など臣人，0k食料品製適従０１番，鴎兵モワb他の修理作藁従事

者，荷造り・迫奴従小者。

③自営・商工業者

個人企業・中小企藁・商店のA到甘者，自営している税理士。

助迩IiI，大工・左官の親方，個人タクシー辺砿乎，貸家業。

IJI）目由業

必UHU・IlAHIなど芸i6I家，音楽家，生け花・茶道などの、匠。

各禰デザイナー，俳優，演芸家，文芸家、若述家，宗教家，弁

通士，開業医。

１７）艮朴田業者

Iハノその他・力K丘

自衛官，公海柴扮従小者，吸漿スポーツマンOそのRb①~⑦

以外の威価．焦威。

敏キリ

答用紙第５回学生社会意識調査回
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